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⾺	(Horses)
Mansurは彼の古来からの先祖がそうであったように，⾺を育てるのが好きである．現在におい
ては，彼はカザフスタンで最も⼤きい⾺の群れを所有している．しかし，いつもそうであった
わけではない． 年前，Mansurはdzhigit(カザフ語で若い男性の意)に過ぎず，彼はたった1
頭の⾺を所持するだけだった．彼は沢⼭⾦を稼いで最終的にbai(カザフ語で⼤⾦持ちの意)にな
ることを夢⾒ていた．

この 年間を，古い順に年 から年 と呼ぶことにする(すなわち，年 が最近であ

る)．それぞれの年の気候は群れの成⾧を左右する．それぞれの に対し， 年⽬の群れの成⾧に
関する正の整数係数 をMansurは覚えている．もし年 が始まるときに 頭の⾺がいるなら

ば，その年の終わりには群れの頭数は となる．

⾺は各年の終わりにのみ売ることができる．それぞれの に対し， 年⽬の終わりに1頭の⾺を売
るときに得られる価格である正の整数 をMansurは覚えている．すなわち，各年の終わり
には，好きな頭数だけ⾺を売ることができ，それらは全て同じ価格で1頭あたり である．

Mansurはこの 年間で⾺を売る時期を最善に選んだとき，いくらのお⾦を得ることができた
のかが気になっている．あなたはtoi(カザフ語で休⽇の意)のゲストとして招かれ，Mansurは
あなたにこの問題の答えをたずねた．

Mansurはその夜，過去の状況を徐々に思い出していくので，彼は 回の更新を⾏う．それぞ

れの更新では もしくは の値が1つだけ変更される．それぞれの更新の後，彼は再びあ
なたに⾺を売ることによって得られる⾦額の最⼤値をたずねる．また，Mansurのする更新は累
積的なので，それぞれのあなたの答えはそれより前の更新全てを考慮に⼊れる必要がある．ま

た， や は複数回更新されるかもしれないことに注意せよ．
このMansurの質問に対する答えは⾮常に⼤きくなることがある．⼤きい数を扱うのを回避す
るため，あなたはこの答えを で割った余りを報告する必要がある．

例	(Example)
この例では 年あり， ， は以下のようになっている．

0 1 2
X 2 1 3
Y 3 4 1

この最初の状態では，Mansurは年 の終わりに⾺を 頭売ることによって最も多くお⾦を得ら
れる．全体の過程は以下のように進む：
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最初，Mansurは 頭の⾺を所持している．

年 の終わりに，彼は 頭の⾺を所持する．

年 の終わりに，彼は 頭の⾺を所持する．

このとき彼は 頭の⾺を売ることができ，それによって得られる利益は と

なる．

また，この例では 個の更新があり，それは を に変更することである．
この更新の後， ， は以下のようになる．

0 1 2
X 2 1 3
Y 3 2 1

この状態では，最⼤の利益を得る1つの⽅法として，年 の終わりに1頭，年 の終わりに3頭売
るというのがある．全体の過程は以下のように進む：

最初，Mansurは 頭の⾺を所持している．

年 の終わりに，彼は 頭の⾺を所持する．

このとき彼は 頭の⾺を売ることができ，それによって得られる利益は であ

り，まだ 頭残っている．
年 の終わりに，彼は 頭の⾺を所持する．

年 の終わりに，彼は 頭の⾺を所持する．

このとき彼は 頭の⾺を売ることができ，それによって得られる利益は と

なる．⾦額の合計は となる．

課題	(Task)
あなたは と更新のリストを与えられる．最初の更新の前，およびそれぞれの更新の後
毎回，Mansurが彼の⾺によって得られる利益の最⼤値を で割った余りを計算せよ．

あなたは，関数init，	updateX，およびupdateYを実装する必要がある．
init(N,	X,	Y)	—	採点⽤プログラムはこの関数を最初に1度だけ呼ぶ．

N:	年数．
X:	⾧さ の配列． となるすべての に対し， は年 の成⾧に

関する係数である．
Y:	⾧さ の配列． となるすべての に対し， は年 の終わり

における⾺1頭の価格である．
この関数の呼び出しが終了した後も，与えられる配列XとYは使⽤可能であるので，
使いたいならばこの配列を使ってもよい．
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この関数は ， の初期値においてMansurが得ることができる利益の最⼤値を
で割った余りを返さなければならない．

updateX(pos,	val)
pos:	 以上 以下の整数．
val:	 posの新しい値．
この関数はこの更新の後においてMansurが得ることができる利益の最⼤値を

で割った余りを返さなければならない．

updateY(pos,	val)
pos:	 以上 以下の整数．
val:	 posの新しい値．
この関数はこの更新の後においてMansurが得ることができる利益の最⼤値を

で割った余りを返さなければならない．

また， と の初期値および更新された後の値はすべて 以上 以下であるとしてよ

い．

関数initが呼ばれた後，採点⽤プログラムはupdateXとupdateYを何回か呼
ぶ．updateXとupdateYの呼び出しの総数は である．

⼩課題	(Subtasks)

⼩
課
題

配
点

追加の制約

1 17 ,	

2 17 なし

3 20 initにおいて であ

り，updateXにおいて である．

4 23 なし

5 23 なし

採点⽤プログラムのサンプル	(Sample	grader)
採点⽤プログラムのサンプルは，次のフォーマットに従ってhorses.inから⼊⼒を読み込む：

1⾏⽬:	N
2⾏⽬:	X[0]	…	X[N	-	1]
3⾏⽬:	Y[0]	…	Y[N	-	1]
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4⾏⽬:	M
5,	…,	M	+	4⾏⽬:	3つの値	type	pos	val	(type=1はupdateXを呼ぶことを，type=2
はupdateYを呼ぶことを表す).

採点⽤プログラムのサンプルはinitの戻り値を出⼒し，続いて全てのupdateXとupdateYの呼
び出しの戻り値を出⼒する.


